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概要（効果・特徴・メリット等）

ドレンアップ方式のパッケージエアコンやファンコイルユニットに仮設電源を供給し、天井仕上工事前
にドレン管の通水試験、及びドレンアップメカの機能試験を一括して行う

効果

■ドレンアップ配管廻りの通水検査が前倒しでき、保温工事のダメ工事が残らない。

■ドレンアップ機能も同時に試験ができ、故障等の不具合対応が容易である。

■ドレンパンへの給水を電動ポンプで行うので、試験調整の時間と労務の削減が図れる。

・ドレンアップ装置運転と給水ポンプ運転用の制御盤は自作しなければならない。

・室内機への仮設電源接続方法の検討。(端子接続、各種クリップ接続等)

・ドレンアップポンプ能力と給水ポンプ能力の比較検討。

・給水ホースの支持固定方法と機器本体への固定方法の検討。

・試験用給水の回収または排水方法の検討。

事務所　等

【装置構成】

【試験装置（タンク＋水中ポンプ+制御盤）】
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水中ポンプ（40L/分）

台 車仮設盤にコンセント接続

室内機電源

端子に給電

ドレンパンに給水


